
令 和 ２ 年 ４ 月 ２ 日

国土交通省中部地方整備局

名 古 屋 国 道 事 務 所

分かり易い道案内に向けた取組を行います

～2027年のビッグプロジェクトに向けた取組～

１．概 要

2027年予定の品川～名古屋間のリニア中央新幹線開業など、今後も中京圏におい

てはビッグプロジェクトが目白押しとなっており、当地域では旅行形態に大き

な変化が現れることが予想されます。

愛知県道路標識改善対策協議会 （道路標識適正化委員会）では、これに対応※１

するための道路標識改善について検討を進めており、2月26日に開催した本会議に

おいて連携して改善の取組を進めていくことを確認し、取組方針を作成 しまし※２

た。

今後、この取組方針に基づき、関係機関と連携して道路標識の改善を着実に進

めて参ります。

（参考）※1とは「利用者にとってわかりやすい標識」を目標に、道路交通環境の整備を目的として構

。 、 、 、 、 、 。成された組織です 構成員として 国 県 政令市 有料道路事業者 警察が参加しています

※2は、道路標識設置基準が改正（令和元年10月）された際に新たに追加された項目で 「設置、

計画を定める場合には （中略）取組方針を作成するものとする」とされています。、
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道路標識設置計画の取組方針（愛知県）

愛知県道路標識改善対策協議会

１．目的

  2027年予定の品川～名古屋間のリニア中央新幹線開業などにより、中京圏の旅行形態に大きな変化が現れる
ことが予想される。特に、来訪者の移動時間短縮により移動エリアの拡大が見込まれる。      

これに対応すべく、全ての道路利用者に分かり易い道路標識の案内方法改善を推進する。

３．重点整備区域及びその対象路線
重点整備区域及びその対象路線は、下記統計等を参考に選

定する施設を案内する範囲とする。
・愛知県観光レクリエーション利用者統計
・ビッグデータを活用した愛知県の観光拠点及び回遊に関する調査
・愛知県訪日外客動向調査

※今後のリニア開業を見据えた商業観光施設整備状況、観光業界等の
動向、プローブデータ等により検証し、必要に応じて追加する。

２．取組内容
次の内容に関する取組を行う。
①英語表記改善
②路線番号の活用（通称名表記の活用含む）

③ピクトグラム、反転文字の活用

④右折レーンシフト構造の場合の交差点名表示

４．スケジュール
リニア開業1年前の2026年度までを目処に改善を推

進する。

中間年度に各種動向調査の経年変化の確認及び世
間の動向による範囲の見直しを実施する。

＜施設区分＞

③ピクトグラム
・反転文字

②路線番号の活用

①英語表記改善

⑤過年度設置済地図標識の統合、集約を検討

Ⅰ．標識令で規定された施設等

鉄道または軌道駅、道の駅等、空港、城、温泉、美術館、公園、郵便局、体育館

Ⅱ．道路標識設置基準・同解説に示す著名地点例

遊園地、動物園・植物園（水族館も含める）、庭園、博物館・資料館、神社、寺院、名木
運動場、球技場

Ⅲ．その他

観光地（名所等）、公共施設等

花塚橋交差点

60m先分離

花塚橋交差点

右 折 車

交差点名を記載
※土地勘が無く、カー
ナビ頼りの運転者に
対して右折すべき

交差点を案内

具体的なイメージ
が持てる内容
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